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植物の有用成分の探索と利用

●研究概要

植物に含まれる種々の化学物質に関しての研究を行っ
ています。特に生体防御に関わる新規有用物質の探索を
行うとともに，既知成分に関しても分析技術を利用してその
利用法の開発を行っています。
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・新規生体防御物質の探索・同定

植物は病原菌の感染や植食性動物の食害に対して抗菌物質や抗害

虫物質などの二次代謝物質を蓄積して身を守っている。これらの防御

物質は新規医薬品や農薬などのリード化合物となり得ることが知られ

ている。

我々は，これまでにカンキツ類の葉において傷害により蓄積される新

規防御物質が存在することを見いだし，その化学構造を明らかにした。

・カンキツ類の化学分類

カンキツ類は古来より漢方薬として用いられるなど有用物質を多く含

むことが知られている。また，カンキツ類は商業的価値の高さから多くの

品種が育種されている。我々は，本学附属農場に保存されているカンキ

ツ類に含まれる二次代謝成分を分析し，その化学組成を指標として系

統分類を行った。その結果，化学組成が従来法による系統分類と相関

していることを確認した。この知見により新規有用品種の育種において

化学成分が指標となり得ることを示唆した。

・赤色ウメ果実の色素の利用法の開発

梅酒は口当たりの良さなどから広く飲用されている果実酒であるが，

多くは淡黄色のものが多く，完熟うめ本来の華やかな赤色を活かした梅

酒の開発が試みられてきた。しかし，ウメの赤色色素は安定性が低く，

熟成や流通で赤色を維持することが困難であった。我々は，赤色色素

を豊富に含むウメ果実を原料とし，従来より赤色を維持する赤色梅酒の

製造法の開発を行った。
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図1. 植物の化学的生体防御機構

図2. カンキツ類の多様性

図3. 赤色梅酒の試作品


